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埼玉大学エコ 特集

AGRICULTURE

埼玉大学図書館 2010年７月15日６号

新学期が始まり、早４ヶ

月が過ぎました。じっとり

した日が多く、梅雨本番で

す。局所的に集中豪雨にな

ることも多く、異常気象と

いわれています。偏西風が

蛇行し、世界的に気候の変

動が激しいと報じられてい

ます。気温が 35 度以上も
希ではなくなると、活動的

・開放的な夏到来と喜ぶ前

に、生命の危険を感じてし

まいます。

大学内には、いろいろな

仕事・活動・研究に従事す

学生・教職員のみなさんが

そろっています。幅広く話

題を提供していただきたい

と思います。今回は大学内

の カ ル チ ャ ー 、

AGRICULTURE を特集し
ます。農業は、世界の食糧

問題につながり、食の安全

に直接関わります。今、中

山間地の多くは、「限界集

落」化しつつあり、一次産

業は衰弱し産業構造は激変

しました。農業の消失は里

山の荒廃をもたらし、鳥獣

被害を増加させ、人間の生

活と動植物の生態系に大き

な変化をもたらします。日

本の将来を危惧し、警鐘を

鳴らす書籍が発刊されてい

ます（大野明「限界集落と

地域再生」高知新聞社, 中
嶋信「集落再生と日本の未

来」自治体研究所, 小田切
徳美「農村再生」岩波書店,
農村再生・若者白書 2010

編集委員会編「緑のふるさ

と協力隊」農文協）。

農業（牧畜、林業含む）は、

季節の移り変わり、天候・

気候に大きく影響され、自

然界の科学的探求と深く結

びつき、知識・技術の集積

を促してきました。江戸時

代には、農業全書が著され、

農村生活、農業技術・文化

が整理・集成されました。

自然界と人間の関わりを深

く捉え、文学作品にした宮

沢賢治は農学校教師でし

た。大学内の「農」の活動

を寄稿していただき、現代

の私たちの生活・文化を考

える機会にできたらと、企

画いたしました。

（図書館長 坂西友秀）

埼玉大学から発信！有機農業でつながる輪

【大学生活の中に有機農業を取り入れる】

今から４年前、有機農家へのインターン

シップに向けて、私のインターンシップで

の経験を学生たちの前で話す機会がありま

した。しかし、実際に話してみると、まっ

たく有機農業を知らない学生たちに、私が

魅了された有機農業の楽しさ、そこから生

まれる人のつながりを説明することは非常

に困難でした。そもそも、本城ゼミは独占

禁止法のゼミであり、なぜ有機農家へ一週

間も泊まらなければいけないのか、という

不満が、歴代のゼミ学生たちには多かれ少

なかれあったとおもいます。しかし、そう

いう不満を持った学生であっても、いざ有
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機農家へ行って作業し寝食を共にしている

うちに、不満がだんだんと薄れて、いきい

きと作業や生活を楽しむ態度に変化する現

象を、私自身の体験で目の当たりにしてい

たので不安はありませんでした。

その一方で、有機農業の知識などまった

くない状態で毎年放り込まれる学生たちか

ら、インターンシップ中「有機農業のこと

を知らなかったので、農家の人のお話しに

ついていけないときもあった。もっと有機

農業のことを知りたくなった。」という声

があったことも気になっていました。普通

の学生は、インターンシップで有機農業の

楽しさを知っても、その後の学生生活や就

職後に有機農業や有機農家と触れ合うこと

は難しい状況です。就職後は仕方ないとし

ても、せめてインターンシップに行く前、

ゼミで有機農業の知識を深めてみることは

できないだろうか。このようなことに、先

生も気付いておられたのでしょう。その後、

先生の勧めで、まだインターンシップに行

く前のゼミ生達が、大学の職員から持って

きてもらう生ごみを使って大学内で堆肥を

作ってみようという試みが始まりました。

【有機農業をするまでの試行錯誤】

最初の年、都市部の住民でもできるとい

うコンセプトで開発した衣装ケースを利用

した生ごみ堆肥作りを実践しましたが、さ

まざまな要因で失敗してしまいました。そ

の次の年からは、有機農家のアドバイスや

指導を受けながら、木枠を利用した生ごみ

堆肥作りを開始し、また、経済学部に隣接

している雑木林から落ち葉を集めて堆肥づ

くりに活用し、ある程度満足できる堆肥を

作ることに成功しました。この試行錯誤の

間に、教育学部付属農場の存在を知り、教

育学部を去年退官された石田先生や、農場

を管理していらっしゃった細田先生のお力

添えで、農場の一角と教育学部の花壇をお

借りすることができ、堆肥生産と有機菜園

作り、そして一年を通してさまざまな野菜

を楽しめるまで一気に活動を広げることが

できました。

【これからも広がる有機の輪】

以上の活動は、去年までゼミで行われて

いた活動です。しかし、ゼミ生だけではな

く、もっと多くの学生や、埼玉大学にかか

わる教職員や OBや地域の人たちにも有機
農業の楽しさを知ってもらおうということ

で、今年度５月に有機農業を共に楽しもう

という仲間を募集し、さらに、今まで生ご

み提供やさまざまな活動をバックアップし

ていただいた職員の木内さんをはじめ、ゼ

ミの卒業生も含めた埼玉大学有機農業研究

会を立ち上げることになりました。

参考①堆肥枠 参考②菜園の様子

現在は、食の安全が大きく騒がれたこと

もあり、「有機農業=無農薬・無化学肥料
・安全」という認識が大多数です。しかし、

有機農業の魅力はそれだけでなく、今まで

埼玉大学から有機農業のインターンシップ

に参加した学生たちが経験したような、人

との出会い、自然との出会いから生まれる

さまざまな奥深い魅力があるのです。

会の活動は、堆肥作りや菜園活動が軌道

に乗りはじめたので余裕ができ、今年から

は、有機農家の水田や雑木林を訪ねて有機

農業に対する知識をさらに深めたり、雑木
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林を訪ねて有機農業に対する知識をさらに

深めたり、雑木林の手入れにも工夫をこら

し、カブト虫など生き物が生息できるよう

な豊かな雑木林にできるような手入れをし

ていく予定です。さらに雑木林の手入れが

行き届いたら、しいたけの原木を置き、雑

木林の中を清々しく楽しめるような空間に

していこうと皆で楽しみながら話し合いを

進めています。

まだ立ち上がったばかりの会ですが、今

までの経験を活かしながら都市部に住んで

いても有機農業や自然と触れ合い楽しめる

ような活動にしていこうを考えています。

（経済科学研究科博士前期過程 堀合知子）

【有機農業に興味を持たれた方へ】
最期になってしまいましたが、私たちの

活動により有機農業に少しでも興味を持た

れた方に、ぜひ読んでいただきたい本があ

ります。栃木県で有機農家を営む舘野 廣

幸さんが書かれた「有機農業・みんなの疑

問」（筑波書房）です。むずかしい哲学や

環境意識に燃えるだけではない、有機農業

の世界のあたたかさをこの本からは感じら

れると思います。また、舘野さんの語り口

は、私がこの文章で伝えきれない有機農業

の世界の楽しさをわかりやすく記しておら

れます。埼玉大学の図書館にもあるので、

ぜひ足を運んでみてください。

（経済科学研究科博士前期過程 堀合知子）

有機農業に出会って

私が有機農業に出会うこ

とになったきっかけは、大

学 3 年の夏休みに参加し
た有機農家への 1 週間の
泊り込みのインターンシッ

プでした。わずか 7 日間
のインターンシップでした

が、私は、そこで温かい農

家の方との出会いを通じ、

大きな感動を覚えました。

そこには、人への温かい思

いやりや、自然を慈しみ、

自然に感謝する気持ちがあ

ふれていました。私の所属

するゼミでは、3 年の夏休
みになると、強制的に有機

農家へのインターンシップ

が義務づけられていまし

た。その頃、農業への興味

など全くなかった私は、イ

ンターンシップの初日、2
日目には、朝早くからの辛

い農作業や、玄米と野菜だ

けの食事に嫌気がさして早

く帰りたいとさえ思ってい

ました。そんな私の心を動

かしたのは、有機農家の方

の農業や自然に対する真剣

で誠実な姿であり、自然の

中で、生き生きと毎日を楽

しそうに暮らす姿でした。

また、自分のことよりも他

人のことを当たり前のよう

に考えてくれる心遣いに本

当に感動しました。人との

出会いの素晴らしさや、人

間らしく生きることとはど

ういうことかを学ぶことの

できた素晴らしい体験でし

た。

このきっかけによって、

私は、ゼミでの有機農業活

動に取り組むようになりま

した。そして、自分が感動

した有機農業とは何なの

か、有機農業は現代社会の

中でどのような意味を持つ

のか、農村とは何か、都市

とは何か、考えることと勉

強すべきことが沢山出てき

たため、大学院に進学する

ことを決心し、現在に至っ

ています。

私が、有機農業活動の中

で思うことは、「自然は人

の思い通りにはならない」

ということです。季節の野
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菜も知らず、いつでも、ど

こでも、好きなだけ食べた

い、という欲望を満たそう

とすると、石油を原料とす

る化学肥料や、他の生物を

殺す農薬を使用することに

なります。農業以外の漁業

・畜産でも、食べ物の旬を

無視し、過食を繰り返す食

生活は、必ず自然に負担を

かけることになります。し

かし、自然にうまく働きか

け、微生物の力を借りれば、

落ち葉・生ゴミ・米ぬかと

いう私達が普段ゴミとして

扱っている資源を堆肥にす

ることができ、豊かな土壌

がつくれます。そして、農

薬を使わずとも、大学内の

花壇で十分に野菜ができま

す。地球の裏側から、エネ

ルギーを大量に使って食べ

物を運んでくる必要もあり

ません。

「自然は毎日十分に我々

の需要品を生産する。各自

が必要量以上のものを取ら

なければ、世界に貧はない

であろう」とマハトマ・ガ

ンジーは言いました。足元

を耕し、その土地で取れる

食べ物をおいしく食べる。

私達の活動は小さく、派手

さもありませんが、大きな

意義があるのではないかと

思っています。

（ 経済科学研究科 1 年
山本仁）

埼玉大学有機農業研究会の展望

私のお薦めの本をご紹介します。それ

は、E.F.シューマッハーの『スモール・イ
ズ・ビューティフル:人間中心の経済学』
（講談社）です。この本は、現在の大量

消費社会に対し、環境・資源面からだけ

でなく、経済や教育面など、様々な視点

から我々に疑問を投げかけ、考えさせる

良い本であると思います。有機農業に興

味がない方にも読んでいただきたい本で

す。

（ 経済科学研究科1年 山本仁）

上述のようにゼミでは有機農業を実践し

てきました。学内における有機農業の活動

は、現在次のステップへと進もうとしてい

ます。残念ながら今までの学内の有機農業

に関する活動は、ほぼゼミ内に留まってお

り、その広がりは、学内にすらあまり見ら

れませんでした。

しかしながら、ゼミにおける活動が年々

発展するにつれ、活動を少しずつでも外へ

広げていこうという機運が表れ始めまし

た。そしてこの春、活動の拡大を実施へと

移すため、試験的にではありますが、ゼミ

外部から参加者を募りました。ご覧になっ

た方もいらっしゃるかもしれませんが、ゴ

ールデンウィークあたりに「有機農業、学

内でやりませんか？」と各学部等の掲示板

に掲示をしてあったものがそれです。その

結果、新たに数名の学生が参加してくれる
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ことになりました。ゼミ内の活動から学内

の活動へと展開したことにより、今までで

はできなかった活動の芽が出始めていま

す。そこで、ゼミそのものとは別の構成で

もあることから、今後この有機農業を行っ

ていく面々とともに、「埼玉大学有機農業

研究会」を立ち上げ、活動していくことに

しています。

では、その「埼玉大学有機農業研究会」

とはどのような活動を行うことになるので

しょうか。簡単に研究会の今後を見ていき

たいと思います。第 1 に活動の基礎とし
て学内循環型の野菜づくりの継続からはじ

まると考えます。現在は教育学部の花壇や

附属農場の一画をお借りして野菜づくりを

行っており、そこでは、毎年学内で出る落

ち葉と協力していただく方から供給してい

ただいた野菜くず、これらに米糠や籾殻を

加えた堆肥を使っています。現在行ってい

るこの活動を野菜づくりの拡大にあわせ、

堆肥づくりももう少し大きくしていきたい

と考えています。この活動では、野菜づく

りに加え、現在処分の対象としかなってい

ない学内の落ち葉を構内循環の鍵として据

えることが出来るようになります。つまり、

学内でゴミとして（お金を使って）捨てら

れている落ち葉を、（お金を使わずに）活

用できるのです。そして、以下の活動はこ

れに基づき、発展させた先にあります。で

すから、今後も堆肥を利用した美味しい野

菜をつくっていくことが研究会の活動の重

要な一角を占めると考えます。

第 2に経済学部横の雑木林の整備です。
現在、経済学部横の雑木林は、手入れ不足

も祟ってか、非常に鬱蒼とした状態になっ

ています。一時大量に生えていたシュロは

切り倒されたものの、それが放置されたま

まになっていたり、いつのものか解らない

ようなゴミが捨てられていたりと、残念な

がら人がその中に入れるような状況ではな

いといわざるを得ません。この空間を整備

することにより、堆肥づくりに良質な落ち

葉の供給を可能にし、また、雑木林内にあ

る程度人が入れる環境を作り、リラックス

できる空間を作る、更にカブトムシなどが

生息できる雑木林ならではの環境を作り出

せるものと考えられます。

第 3 に、研究会外部との交流が挙げら
れます。先ほど書いたとおり、現在の活動

は多少の広がりを見せたとはいえ、まだ学

内、それも一部のみのものに留まっていま

す。この活動を行っていく中で、ごく小規

模で完結させてしまうことは勿体無いと思

います。やはり、学内資源を有効に活かし

ながら活動をより広げ、より多くの人に、

埼大の中にある自然や、活動について知っ

ていただければ、そして参加していただけ

ればと思います。

武蔵野の面影を残す図書館前の雑木林

今後、埼玉大学有機農業研究会では、単

に農産物を生産するというものではなく、

上記の活動やそこから発展した活動等々、

まだまだ活動の場を広げ、様々なことに取

り組んでいきたいと思っています。単に農

作業を行うのではなく、その中に「楽しさ」

を発見し、それを拡げていくことが研究会

の活動のあり方だと思います。

（経済科学研究科 有坂 昌平）
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本の紹介
【松永勝彦「森が消えれば海も死ぬ」（第 2 版）,講談社ブルーバックス,2010 年】
本書では現代の海の一部の壊滅的な状況を端的に指摘し、その状況と流域に存

在する森林の関係を示している。ある流域から通じる沿岸では森林が壊滅したこ

とにより海中環境が変化し石灰藻が繁殖、海産資源が激減してしまうという事実

があるという。それに対し、流域における森林がしっかりと残っている沿岸では

海産資源がしっかりと取れているという。

筆者によればこの差は森林により生み出される腐植、そしてその中に含まれるフ

ルボ酸等にある。また、当該物質は有機農業を行う圃場においても発生するとい

い、有機農業も海の環境に対しても資するとの指摘がなされている。埼玉大学有

機農業研究会の活動も僅かではあるといえ、そのような価値も見出せるのかもし

れない。多くの森と海の関係が記されている本書、新書ではあるものの、完結に

その重要性がわかるという点で非常に優れているのではないかと思う。

（経済科学研究科 有坂 昌平）

日本大学文理学部図書館研修

森が消えれば

海も死ぬ

日本大学文理学部事務局長等の経歴をお

持ちの尾﨑監事に案内を頂き、平成 22年 7
月 6 日、世田谷区桜上水の日本大学文理
学部図書館で、業務運営等の事例研修を受

けました。学科・研究室を合わせた図書館

の蔵書数は、日本大学文理学部も本学とほ

ぼ同数の約 80 万冊だそうです。2004 年
完成の新しい建物で、図書館とコンピュー

タ・センターと博物館相当施設である資料

館等との複合施設でした。建物内の情報利

用端末数は 505 台にのぼり、その中でも
エントランス右手に位置するインフォメー

インフォメーション・スクウェア グループ閲覧室 ラーニング・スクウェア

ション・スクウェアは明るいガラス張り

で、160 台の情報利用環境は見るだけでも
圧倒されます。左手には資料館があり『武

笠文庫の和書～日本文学を中心に～』が展

示中でした。図書館では貴重書庫内も拝見

することができました。閉館後も自習室と

して利用可能なラーニング・スクウェアや

吸音性に優れたコルク材のフローリングに

工夫が感じられました。今後の本学におけ

る図書館づくりの参考にさせて頂きたいと

思います。

（図書資料係 早川雅代）
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けやきの窓

図書館に漫画本を！

教育学部長室には、趣味の教養文庫があ

る。もちろん、誰でも閲覧できる。日本文

学全集全 60 巻から、谷崎潤一郎の『源氏

物語』全 12 巻、吉川英治の『私本太平記』

全 5 巻、『新・平家物語』全 10 巻、『永井

荷風選集』全 5 巻などいずれも初版本が

揃っている。最近では、こうした古典的な

ものは部屋の装飾品としてしか意味をもた

なくなっているのだが、人気物は、漫画文

庫だ。『ゴルゴ 31』全巻、白土三平の『カ

ムイ伝』や『忍者武芸長』、そして、手塚

治虫の作品がほぼ揃っている。

他にも、フランス革命の学習用に『ベル

サイユのバラ』、日本の朝鮮半島植民地化

の理解には、『漫画物語 韓国史』シリー

ズ、親と子どもと医師の権利関係の対立を

学ぶには、『ブラックジャックによろしく』、

資本主義の本質理解には、『まんが 資本

論』･･･などなど、場所がないので、入れ

替えをまっている。とはいえ、私は、漫画

オタクでもフリークでもなければ少女趣味

でもない。

ロンドンには、漫画博物館がある。フラ

ンス中西部のアンゲレーブにある漫画博物

館収蔵の 40 ％（１万 5 千冊）は、手塚治

虫をはじめとする日本の漫画本だ。明治大

学でも、漫画図書館を開設する計画がある。

国立のアニメ博物館建設計画に、国会で「無

駄だ」と反対演説したのは、政権奪取前の

鳩山由紀夫だ。浮世絵も漫画も日本が誇る

優れた芸術なのだが、これらを収集し展示

する本格的な博物館・図書館は、いまだに

ない。

世界に誇る芸術としての漫画文化の基礎

を築いたのは、言うまでもなく手塚治虫だ。

彼の最後の作品、というよりも未完の遺作

となったのが、『ネオ・ファウスト』だ。

彼は、ゲーテの『ファウスト』を題材とし

た作品を『ファウスト』（1950 年）、『百物

語』（1971 年）、『ネオ・ファウスト』（1988
年）と、三回描いている。だが、何と言っ

ても秀作は最後の『ネオ』だ。ファウスト

になりたいと願ったのは、社会の政治的激

動とは無関係に、ただ、宇宙と生命の究極

の在り方を研究してきながらいまだになに

ひとつ真理に到達できていないことに愕然

としている孤高の天才老研究者一ノ関教

授。教授の魂と引き換えに若い肉体と第二

の人生を彼に与えて人工生命を作る希望を

与える。

天才手塚にとって、生命の不思議と芸術

（専門性）の永遠性は彼の生涯を貫く壮大

なテーマだった。それは、『火の鳥』や『ブ

ラックジャック』に反映している。手塚は、

魂を悪魔に売り渡しででも、自らファウス

トになりたかったに違いない。ゲーテの『フ

ァウスト』の終末は、死にゆくファイスト

博士の魂を手に入れようとするメフィスト

の横から、天使がこれを、「たえず努力し

て励む者を、我らは救うことができる」と

横取りして救済する。だが、『ネオ・ファ

ウスト』の最後の場面と手塚の結末は、大

きく異なる方向になるようだ。なぜ、メフ

ィストをセクシーな女性にしたのか？そし

て、結末に救いはあるのか…？果たして、

悪魔との交わした契約成就の言葉、「世界

よ止まれ、お前は美しい」を、一ノ関教授

はどの場面で叫ぶのか？！天才の未完は、

その未完成性さは、シューベルトと同様、

それ自体が偉大なる作品だ。最後には、絵

コンテとセリフのみが掲載されている（朝

日文庫版）。
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『人間昆虫記』は、男の財産や才能をす

べて盗んで自分のものとし、最後は相手を

死に追いやる悪女の話。魂を売ったものの

姿、それは日本社会の本質理解にも通じる。

これは、手塚の芸術至上主義批判の芸術論

としても読める。いや、作者がどうであれ、

作品は永遠に残るという手塚のメッセージ

なのか。「虚構と模造の上に組み立てられ

たきのバイタリティーにはかえって脱帽す

るよ」と魂を吸いとられた男に言わしめる

セリフの奇妙なリアリティ。それは『ばる

ぼら』にも通底する。

世界中に日本人が跋扈するようになった

現代。日本人の姿をグローバルな中に置い

たときにどのように見えるのかは、『グリ

ンゴ』をお勧めする。いまから 30 年も前
の作品だが、山崎豊子の『沈まぬ太陽』に

も通じる強烈な日本人論だ。異色な手塚作

品としては、『人間ども集まれ！』を紹介

しよう。ストリーは、紹介しない方がよい

だろうが、「太平天国」とは何であったの

かの知識くらいは世界史の教科書で復習し

ておいた方が深い読みができる。手塚が、

子ども漫画から大人漫画への脱却を模索し

ていた頃の試験的作品で、絵は、黄桜のキ

ャラクター河童や「仙人部落」の作者小島

功に似た軽いタッチが珍しい。

『MW』（ムー）は、暴力と狂気をここ
まで描くかという作品で、手塚漫画は、『鉄

腕アトム』、『リボンの騎士』、『ジャング

ル大帝』なんかだと理解している人には、

衝撃的だろう。同性愛を扱っている点も珍

らしい。

日本の戦後の謀略と戦前の封建性のおど

ろおどろしさをクロスさせた『奇子』は、

ＧＨＱとか松川事件、朝鮮戦争について、

ちょっと勉強してから読むと面白い。人間

関係の描き方は、横溝正史にも似ている。

その他にも小品ながら、一冊の小説以上

に深く心に迫る作品がたくさんある。『時

計仕掛けのりんご』は、『時計仕掛けのオ

レンジ』のパロデなのだが、『ブラックジ

ャック』のピノコの原型がここにあり、原

爆、ベトナム戦争やテロの問題を鋭くえぐ

る小品のアンソロジだ。北海道に行くとき

には『火の山』と『シュリマ』がお勧め。

後者は、差別的な表現があるとして、最近

では手に入れにくくなっているが、日本の

最初の植民地であった北海道経営とは何で

あったのかは、日本史教科書よりも面白く

学べる。

（教育学部長／教授 山口和孝）

全国国立大学図書館協会総会報告

6 月 18 日、19 日に札幌市札幌パークホ
テルを会場に、第 57 回総会が開催されま
した。今、大学図書館が抱える共通課題を 2
点ご報告いたします。１つは、大学図書館

の果たすべき役割は何か、情報技術が日々

革新される現在、図書館の存在そのものの

意義も含めて明確にすることです。大学の

規模により図書館の改革は異なりますが、

概ね学生の学習を促進するために図書館の

利便性を高めることと、学習活動の支援を

教員と図書館が連携して進めることの２つ

です。電子情報の利用を容易にするため大

量の PC を配置する大学もあります。書籍
が電子化される中、大日本印刷・丸善が電

子出版の強化と電子書店の開設をすると報

じられています。図書情報の電子化と図書

館の今後については、機会を改めて腰を据

えて検討すべき大きな課題です。

第二は、研究論文が電子情報化され、大

手企業が電子ジャーナルとして占有する事

態が進行していることです。電子ジャーナ

ルはパッケージで販売され、包括されるタ

イトル数が多く利便性は極めて高いもので

す。しかし、価格は図書館予算を大きく圧

迫するほどの高額です。埼玉大学の電子ジ

ャーナル契約は、年額約 6,200 万円です。
しかも、価格は年々 10 ％弱値上がりしま
す。運営費交付金が減額される今、早晩契

約難に陥ることは必至でしょう。一大学を

越えた世界的国家的な問題であり、大学等

の研究とその成果の公共性、学術論文の独

占と公共的利用のあり方を問わざるを得な

い時期にきています。

（図書館長 坂西友秀）


